
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文法学習と主体的学習 

 文法事項の確実な定着は，4 技能を統合したコミュニケーション活動を円

滑に進める上できわめて重要です。また，小学校で体験的に学んだものを整

理し，発展させていくためにも必要不可欠といえます。しかし，文法をルー

ルとして教え，その知識を定着させるだけでは，これからの時代の英語教育

としては不十分です。生徒たちを主体的（アクティブ）に学習に関わらせて，ルールをコミュ

ニケーションの中で活用させ，使えるように定着をはかっていきたいものです。 

 「主体的（アクティブ）」とは，実際に使う，意見を出しあい考える，わかりやすくまとめ

る，別の場面に応用する，理解した内容を教えあうなど，学習者が活動の主体となり，受け身

ではない学習を進めることを意味します。指導要領でいうところの，積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度の育成と，思考・判断・発信の要素を具現化したもので，主体的に学

ぶことで，学習の定着度は何倍も増すと言われています。 

 では，文法を学ぶ場合，主体的（アクティブ）学習をどのように取り入れていけばよいでし

ょうか。 では，各  の終わりに「文法のまとめ」を組み込んでいます。

これを，ペア（グループ）ワークを利用して， や で使った文を参考にさせながら，

生徒達に自らの力でルールを整理させていくというのはどうでしょうか。その後，「文法のま

とめ」を参照しながら改めて確認させ，さらに理解したものを他者に対して説明（質問）しあ

うような活動を取り入れることで，定着度は格段に増すものと思われます。 

 また「 」「絵でわかる英語のしくみ」を利用する際も，生徒にそれまでの学習を振り

返らせ，自分版の「 」「絵でわかる英語のしくみ」を作らせるという活動が考えられま

す。その際，前述の「文法のまとめ」と同様，ペア（グループ）ワークなどの協働が重要とな

ります。また，教員の発問による誘導も必須でしょう。加えて，単なるまとめの作業に終始し

ないよう，文法事項を使ったコミュニケーション活動を取り入れていくことも大切です。 

 「（自分が）教わったようにしか教えられない」とよく言われますが，これでは新しい時代

の英語教育を切り拓くことはできません。文法学習の中にも，生徒たちを主体的に関与させる

ような学びを取り入れ，新たな学びのスタイルをアクティブに作り出していきましょう。 

竹内 理 
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 主体的に学ぶ 

その課で学んだ文法をふり返ります。 

授業でも家庭学習でも活用できるよう，ポ

イントを簡潔にまとめています。 

アクティブ・ラーニングでつなぐ …  

レッスン，学年を超えて，関連する文法事

項を横断的に整理します。ビジュアルな提

示で，英語のしくみの理解を助けます。 

横断的に文法を整理してあるので，英語の

発想やことばをイメージで振り返り，理解

することができます。 
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